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今期何をやるか？

1.研究会の推進

・エアーコントロール工法売上アップ

・各社DX化

・新工法開発

・新カテゴリービジネス開発

2.総会時に各社事業発表会

将来に向けての課題

1.冷えルーフ重ね折板用新工法確立、サワヤと共有代理店へ材料を供給しJCW

の収入増大させる。冷えルーフの市場拡大、陸屋根（防水）にも設置可能な

工法を開発する

2.新規会員の募集について

3.日本防水工法開発協議会。社団法人にするか？何年計画で？

4.エアーコントロール工法の売上を増大させるには？



日本防水工法開発協議会

1. 屋上防水エアーコントロールの開発・販売促進

会員ＨＰ運用と設計強化
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JCW・
HPとのリ
ンク

カタログ
ダウンロ
ードペー
ジ開設

問合せの
あるHP

HP担当
者が常時
情報発信

付加価
値・独自
性のある
商品を前
面に

ＨＰの認
知度ＵＰPV動画

はアクセ
ス度が高
い

ＡＣ工法
ＰＶ動画

冷えルー
フ

ＰＶ動画

ＡＣ工法

屋根用
屋上用
冷えルー
フ

CONTIN

EWM

その他
建築板金
防水工法

その他
ＰＶ動画

既存防水
工事見積
にＡＣ工
法提案

ＡＣ工法
オンライ
ン発表会

HP管理会社へ
情報記載依頼：
費用発生

営業強化



2.グループでの研究開発活動
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新規テーマ

2022年10月～2023年9月年度事業計画書 研究開発グループ

会社名 Ａ：人材獲得と教
育

Ｂ：ＡＣ工法
販促・技術進化・
無音工法

Ⅽ：ＣＯＮＴＩＮＥＷ
Ｍ開発・販売促
進

Ｄ：省エネ工法
構造実験場の運
用

Ｆ：冷えルーフ応
用

G：フリートーキ
ング

三幸ケミカル 〇 〇

ヨシダアニー 〇 〇 〇

レヂボン 〇

柳沼板金店 〇 〇

トクボー 〇

両毛 〇

クボタ金属 〇 〇

アイ・レック 〇

西野塗装工業 〇

並木樹脂 〇

達成工業 〇

リン・ドス 〇

共立レジン工業 〇

鋼商 〇

池田技研工業 〇

関西工業所 〇

ミヤウチ 〇

ビルドリペア技研工業 〇

テー
マなし

途中
参加
退出
自由

藤田
社長
より
提案



日本防水工法開発協議会

2. 研究開発グループ
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人材獲得と教育

開発チ

ームA
どんな人
材

待遇

必要なス
キル教育



日本防水工法開発協議会

2. 研究開発グループ
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1. 無音工法の耐風圧の裏付け⇒データ解析大学へ委託
2. スーパー台風への対応⇒防水メーカーと共同で
3. 施工マニュアルの完成

無音工法完成と販
売・特許取得

開発チ

ームB
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CONTINEWMの
開発・販売促進

テスト設
置費予算
化

展示会出
展

HP掲載
JCW

会員各社

開発チ
ームＣ

2. 研究開発グループ
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省エネ工法
構造実場の運用

開発チ

ームD

試験施工
費予算化

どこでも
ハウス設
計

二重温室
設計

2. 研究開発グループ
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屋上用冷えルーフの
開発・販売促進

開発チ

ームF

カタログ
制作

展示会出
展

試験施工
費予算化

HP掲載
JCW

会員各社

2. 研究開発グループ



日本防水工法開発協議会

3. 展示会・商談会・発表会への共同出展（2022.10～2023）

共同出展

賃貸住宅フェアな
ど

会員独自出展

次頁予定表参照
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リアル開催とオンライン開催の併用型が多い
会の出展原則

・今後も東京、大阪などは合同で出展、規模の大
きい展示会は会も費用分担で出展
（予定集客数で判断）
・地域限定の場合はその地域の会員が独自判断
オンラインがあれば会から出展する

2022年10月～2023年9月年度事業計画書 展示会等共同出展



3. 展示会・商談会・発表会への共同出展予定
（2022.10～2023.9）
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2022年10月～2023年9月年度事業計画書 展示会等共同出展

申込済

日時 展示会名 開催地 参加検討企業
出展料ほ

か
状況

1

2022.10.13～
15

福島復興再生可能エネル
ギーフェア/zeroカーボン

ディ2022

ビックパレッ
ト福島

柳沼板金店・協議会 80,000円 来場者3日間で6512名、ブー
スには約30名、最終日は一般
対象。CONTINEWM案件１

2

2022.10.20～
21

おおた研究・開発フェア 羽田イノベーシ
ョンシティ・
WEB展示会

協議会 22,000円 来場者1,323名、ブースには
約40名。屋上防水改修見積１
件、CONTINEWM案件３件

対応中

3
2022.11.10～
11

北海道技術ビジネスＥＸ
ＰＯ 2022

アクセスサッ
ポロ

三幸ケミカル
ヨシダアニー

220,000円

4
2022.11.10 ビジネスマッチ東北2023 夢メッセみやぎ オンライン出展のみ 9,900円

4
2023.2.1～３ テクニカルショウよこは

ま2023
パシフィコ横浜 クボタ金属・協議会 158,000円 2022年リアル来場8407名

オンラインアクセス27,803件

5
2023.2.8～９ 彩の国ビジネスアリーナ

2023
埼玉スーパーア

リーナ
協議会 88,000円

6
長野しんきんビジネスフ

ェア2023
ビッグハット 鋼商

7
2023.6.7～8 ＥＥ東北 2023 夢メッセみやぎ ヨシダアニー

柳沼板金店
１１月下
旬申込開

始

8

2023.7.19～20 賃貸住宅フェア東京 東京ビッグサイ
ト

クボタ金属・アイレック・
リンドス・達成工業・並木
樹脂・共立レジン工業 ・

協議会

363000円

http://reif-fukushima.jp/
http://www.business-expo.jp/
https://www.tech-yokohama.jp/
http://bizmatch.saitama-j.or.jp/
http://www.nagano-shinkin.jp/hojin/service/business_fair/
http://www.thr.mlit.go.jp/tougi/eetohoku/ee18/index18.html


4. 研究開発テーマ1

移動式多目的ハウス
構造研究
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構造実験場での建築モデル実証

構造技術開発
・空気循環で電力いらずな室内環境
・健康になるハウス
・給水、トイレタンク設置
・樹脂製
・CLT構造（パネル厚36～60ｍｍ）
・遮熱＋通気＋ＡＣ工法
・トラックで運搬できるサイズ
・壁仕上げ：金属サイディング
省エネ技術開発
・地中熱利用システム
・太陽温水器利用システム
・太陽光発電・畜電池活用
・マイクロ風力発電機活用
・雨水利用システム

目的：移動式ハウスを研究開発し、

販売する。現地施工は行わず、組み
立てたハウスを移送するシステム。

吸水・トイレタンク

出入口
開口部

窓用開口部

引き出しベランダ

金属サイディング



4. 研究開発テーマ2
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多目的農業ハウス
構造研究

構造実験場での建築モデル実証

構造技術開発
・高耐久シート活用（荻原工業）
・二重シートで熱を制御
・空気循環で熱制御
・紫外線透過率50％以上の透明シート

生産技術開発（生産量、品質向上）
・フルボ酸活用で土壌改良
・菌根菌活用で土壌改良

省エネ技術開発
・地中熱利用システム
・太陽温水器利用システム
・太陽光発電・畜電池活用
・マイクロ風力発電機活用
・水素ガス発生器活用
・雨水利用システム

目的：二重シート構造の温室で内部
温度が夏、30℃以下、冬20℃の温室
を開発し、販売する。

開口部
夏は開けて
冬は閉じる

太陽光

地
中
熱

ソーラー電源換気筒



4. 研究開発テーマ３
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ＡＣ工法通気実証

目的：通気システムによる熱・水分除
去効果は認識されつつあるものの設計
者における断熱材の熱伝導率ありきが
浸透しており、宇都宮大学大学院糸井
川先生にご尽力願い、日本建築学会で
の通気仕様の優位性確立を推進するた
め、研究を継続する。



4. 研究開発テーマ４
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研究開発者交流会
目的：全国の研究開発者にご講演をい
ただき、当会及び会員の知見向上とと
もに共同研究テーマの発掘を図る。

ご講演テーマは運営評価委員会・会員
各社の意見をお聞きして事務局が研究
開発者は推薦。



4. 研究開発テーマ5
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技術研究所
目的：若手経営者を中心にメンバー構
成し、将来会員が直面する課題解決に
向けたテーマを研究する。

研究テーマは研究開発グループと重な
らないもの。当面は将来的な課題をオ
ンラインでフリートーク。
例）後継者問題、社員採用と労働条件、
社員教育の方向、デジタル化と人材、
開発費用の必要性等
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4. 研究開発テーマ6

アイ・レックさんのAC工法に関する
共同研究、実証試験状況。

1.双方向ファンによる屋上防水エアーコントロール工法
小山高専鹿野先生との共同研究。双方向ファンを活用した屋上防水層内

の温度が高い時は低く、低い時は高くなるようファンの排出、吸入を一つ
のファンで調整を可能とする。

2.CLT陸屋根の脱気乾燥システムの開発に関する研究
宇都宮大学中島先生との共同研究。CLTは基本的に木質材のため水分に弱
く、陸屋根 構造の場合は、結露等腐食する。AC工法により、陸屋根構造体
の劣化を防ぐ研究。
6ｍ×6×＠0.9の試験体を製作し、層内の温湿度を計測する。

2022年10月～2023年9月年度事業計画書 研究開発



日本防水工法開発協議会

5. 海外事業展開の検討

海外とのネットワーク
構築

海外への出張・調査

18

防水材の国内販売は頭打ちで年々減
少しているので海外展開は必須

・アセアンの方々とのネットワーク
を作り交流（TV会議）

・人員を派遣して調査

予算としては確保し相談しながら進める

2022年10月～2023年9月年度事業計画書 海外ネットワーク



建通新聞:11月東京版マンシ
ョンリニューアル特集に掲載
１回につき 100,100円

毎年総会取材記事を掲載

ベース設計資料:３月・９月発刊・PR写真、NETIS記載内容など掲載
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１回につき110,000円 反響毎回約50件

反響先データを会員各社に共有、展示会招待等に
活用

・媒体を変えるのもありだが

継続して認知度を上げるように掲載内容を考
える

2022年10月～2023年9月年度事業計画書 宣伝広告

6. 宣伝広告



7.年間予定表 日程をご確認下さい。
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

総会・発表会 11/15

火

運営・評価委
員会

1/19

木
5/12

金
9/8

金

技術研究会

研究者交流会 6/16

金

冬季研究開発
会議

2/24

金

夏季研究開発
会議

7/14

金

研究開発チー
ム活動
独自商品発表
会（通年）

海外調査・ネ
ットワーク作
り
展示会出展 10/13～

15

郡山市
10/20～
21

大田区

11/10～
11

札幌市
11/10

（仙台
市）オン
ライン

2/1～3
横浜市
2/8～9
さいた
ま市

7/19~
20
東京都

見学会

2022年10月～2023年9月年度事業計画書 年間スケジュール

会員各社がオンラインで実施

各チームがオンラインで実施
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